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事業所・団体等又は
関連事業者等の名称 本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

（記載上の注意）

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

経営革新計画に従い、ははのて事業の
屋外展開と間伐材の有効利用促進。

・ははのてへのポリウレア塗装方法
　検証

汚れない仕組みを構築し、水の使用
量・排水量を減らす。MaOI機構に参加
して海に関する取組を展開。

・節水対策実施
・水回り老朽設備更新
・MaOIフォーラム参加

仕損を減らし、６Ｒを軸にエコ活動を
進め廃棄物を削減する。

・エコアクション21更新(2021/7/18)
・ea委員会活動を毎月実施

JIT，TPM活動による生産性改善と
廃棄量削減。

ポリウレア事業の売上・生産性向上と
ポリウレアを使った真商品の開発。

・ポリウレア商品の開発
・CNFをポリウレアへ活用　(新成長
　産業戦略的育成事業助成事業)

ポリウレア活用商品をテーマに
経営革新計画を作成、実施する。

DXを取り入れ紙媒体の電子化を
進める。
生産改善による稼働時間の短縮。

・静岡市、静岡県のDX支援を活用
・計画と実績をモニターで可視化

DXによる社内組織改革とデジタル化を
進める。

自社版働き方改革を行い、従業員
満足度と経営力をあげる。

・働き方改革委員会を設け活動
　(月１回)

従業員評価制度を作成する。

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり
取り組むことを宣言します。

報告日 2022

年12月31日までの取組目標

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

最高品質の商品を世に提供し、次代を担う人財を育成し、企業として人として持続可能なまちづくりに貢献する

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

地元の企業同士で連携し、地元の方を雇用し、地元地域の発展へと繋がる活動を進める

目標に関連する取組内容

ゴール 2021 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2022

紫外線を活用した空気殺菌装置の
開発。

４ 代表者　職・氏名
職　　　　　名

氏　　　　　名

代表取締役社長

2 事業所

大日工業株式会社
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業　　　　　種

従業員（構成員）数

川瀬　昌之


